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◆「野菜の需給・価格動向レポート」は月2回公表しています。公表時にメルマガでお知らせしますので、ご希望の方はベジ探のトップ画面、メルマガ配信登録・解除ボタンから登録してください。

★この「野菜の需給・価格動向レポート」は、http://vegetan.alic.go.jp/vegetable_report.html に掲載しています。

　平成26年4～6月の野菜
全体の輸入量は、国産の
出回りが概ね順調で輸入
量が減少した前年に比べ
5.4％増の72.9万トンと、
前期同様に2年ぶりに増加
した。類別では、生鮮野
菜が同16.5％増の24.3万
トン、冷凍野菜が同4.3％
増の24.9万トンとなり、
酢調整野菜、トマト加工
品は減少した。
　生鮮野菜の16.5％増の
内訳（品目別寄与度）を
見ると、府県産の減産の
一方、昨年の不作で高騰
した中国産の輸入価格が
豊作で下落したたまねぎ
が+15.6％となり、増加の
主要因となった。同様に
冷凍野菜の内訳を見る
と、昨年は輸入量が減少
したばれいしょが、ファ
ストフード需要の堅調か
ら+4.0％となった。
　一方、輸入量の約5割を
占めた中国産は、前年比
5.8％増の35.8万トンとな
り、類別では、生鮮野菜
が同25.9％増、冷凍野菜
が同1.0％増となった。同
様に生鮮野菜の品目別寄
与度を見ると、たまねぎ
が+24.9％となり、天候不
順により青森県産が減産
したごぼうが+1.3％と
なった。
　たまねぎの輸入水準
は、国産の豊凶変動に大
きく左右されるが、加
工・業務用向けでは中国
産剥きたまねぎのニーズ
が堅調であることも、最
近の高水準のたまねぎ輸
入の背景にあるとみられ
る。

●問い合わせ先 独立行政法人農畜産業振興機構 野菜需給部　需給業務課 前川、河原、斎藤、鈴木　TEL03-3583-9483、FAX03-3583-9484　ご意見、ご要望をお寄せください。
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